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マ
リ
ン
シ
テ
ィ
泡
瀬

人
と
自
然
の
共
生
を
目
指
し
て

　

中
城
湾
港（
泡
瀬
地
区
）埋
立
事
業
は
、地
元
沖
縄
市
か
ら
の
強
い
要
請
に
基
づ
き
沖
縄
本
島
中
部

東
海
岸
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、国
、県
と
沖
縄
市
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
、

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
着
手
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、豊
か
な
生
物
相
を
持
つ
泡
瀬
干
潟
の
一
部
を

埋
め
立
て
る
こ
と
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、環
境
に
最
大
限
配
慮
し
、沖
縄
本
島
中
部

東
海
岸
地
域
の
活
性
化
及
び
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
進
め
て
い
る
事
業
で
す
。

　

現
在
、国
に
よ
る
工
事
が
先
行
し
て
い
ま
す
が
、十
二
月
か
ら
は
県
も
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で

す
。そ
の
事
業
内
容
と
埋
立
地
に
建
設
さ
れ
る
マ
リ
ン
シ
テ
ィ
泡
瀬
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

沖
縄
本
島
中
部
東
海
岸
地
域
の

活
性
化
の
必
要
性

マ
リ
ン
シ
テ
ィ
泡
瀬
っ
て

ど
ん
な
所
？

今
後
の
事
業
予
定

環
境
保
全
に
努
め
ま
す

出
島
方
式
の
採
用
に
よ
り

泡
瀬
干
潟
の
保
全
を
図
り
ま
す

人
工
島
と
対
岸
域
の
一
体
的
な

環
境
整
備
を
行
い
ま
す

人
が
生
物
と
共
生
す
る
人
工
海
浜

を
整
備
し
ま
す

▲比屋根湿地
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●
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人
工
島
の
ま
わ
り
に
人
工
干
潟
を
創
造
し
、

ト
カ
ゲ
ハ
ゼ
や
ク
ビ
レ
ミ
ド
ロ
な
ど
の
希
少

生
物
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

人
工
島
内
に
も
野
鳥
園
を
整
備
し
、
干
潟

や
比
屋
根
湿
地
と
連
携
し
た
一
体
的
な
環

境
整
備
を
行
い
ま
す
。

人
工
島
の
対
岸
域
に
位
置
す
る
比
屋
根
湿

地
で
は
、
陸
域
か
ら
の
生
活
雑
排
水
な
ど
に

よ
り
浄
化
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。ま

た
、湿
地
の
陸
域
化
に
よ
り
野
鳥
の
採
餌
休

息
の
場
と
し
て
の
機
能
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。本
事
業
で
は
、
専
門
家
や
地
元
自
治

会
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
こ
れ
ら
の

機
能
を
回
復
さ
せ
つ
つ
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、環
境
教
育
や
野
鳥
観
察
の
場
と
し
て

の
活
用
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

人
工
島
南
側
に
は
、
海
水
浴
場
の
な
い
沖
縄

市
に
、
全
長
約
八
百
メ
ー
ト
ル
の
人
工
海
浜

（
ビ
ー
チ
）
を
創
造
し
ま
す
。海
洋
性
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
空
間
を
整
備
し
な
が
ら
、
オ
カ
ヤ

ド
カ
リ
な
ど
の
生
息
環
境
に
配
慮
し
た
自
然

観
察
・
環
境
教
育
の
場
も
つ
く
り
ま
す
。

　　

マ
リ
ン
シ
テ
ィ
泡
瀬
は
、第
一
に
海
洋
性
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
拠
点
を
目
指
す
べ
く
、マ

リ
ー
ナ
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　

第
二
に
国
際
交
流
リ
ゾ
ー
ト
拠
点
を
目
指

す
べ
く
、旅
客
船
ふ
頭
や
交
流
施
設
・
大
規
模

な
宿
泊
施
設
を
整
備
し
、
国
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
観
光
客
と
地
元
市
民
・
県
民
と
の
間
で
日

常
的
に
交
流
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
場
を
つ
く
り

ま
す
。

　

第
三
に
、情
報
・
教
育
・
文
化
の
拠
点
を
目

指
す
べ
く
、研
究
施
設
や
教
育
・
文
化
施
設
な

ど
を
整
備
し
ま
す
。

　

国
と
県
に
よ
る
埋
め
立
て
は
、
当
初
計
画
で

は
、工
事
着
手
か
ら
約
七
年
半
後
に
終
了
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
後
は
、
県
が
国
か

ら
埋
め
立
て
地
の
約
百
二
十
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
購
入
し
て
地
盤
改
良
を
行
い
、
う
ち

約
九
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
沖
縄
市
に
売
却

し
ま
す
。さ
ら
に
、
県
と
沖
縄
市
で
道
路

や
公
園
、
上
・
下
水
道
と
い
っ
た
社
会
生

活
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
行

う
こ
と
か
ら
、
土
地
利
用
が
開
始
さ
れ
る

ま
で
に
は
、工
事
着
手
か
ら
約
十
年
程
度

を
要
し
ま
す
。

　

十
二
月
か
ら
本
県
は
、人
工
海
浜
の
護

岸
の
基
礎
約
二
十
メ
ー
ト
ル
を
施
工
し

ま
す
。人
工
海
浜（
ビ
ー
チ
）な
ど
の
利
便

施
設
の
早
期
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※人工干潟、埋立区域近くの3つの防波堤については県施工

　

本
県
の
都
市
・
商
業
機
能
は
南
部
の
那
覇

市
を
中
心
と
す
る
西
海
岸
地
域
で
発
展
し
て

い
る
た
め
、
中
部
広
域
の
失
業
率
は（
一
〇
．

七
％
）県
全
体（
九
．四
％
）よ
り
高
く（「
平
成

十
二
年　

国
勢
調
査
」
よ
り
）、
基
地
経
済
に

依
存
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。そ
こ
で
、

国
際
的
な
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目
指
す
マ
リ

ン
シ
テ
ィ
泡
瀬
を
つ
く
る
こ
と
で
、
中
部
東
海

岸
地
域
に
多
く
の
雇
用
を
確
保
し
、
那
覇
市

を
中
心
と
す
る
都
市
圏
と
の
格
差
を
解
消
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
事
業
は
、隣
接
す
る
新
港
地
区
に

出
入
り
す
る
船
舶
の
航
路
な
ど
を
し
ゅ
ん
せ

つ
す
る
と
き
に
発
生
す
る
土
砂
を
受
け
入
れ

る
と
い
う
一
面
が
あ
り
ま
す
。航
路
の
早
い
完

成
に
よ
り
、
新
港
地
区
の
ふ
頭
施
設
が
供
用

開
始
さ
れ
、
新
港
地
区
の
企
業
誘
致
が
進
む

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
中
部
東
海
岸
地

域
の
経
済
発
展
に
必
要
な
事
業
な
の
で
す
。

　

陸
地
か
ら
約
二
百
メ
ー
ト
ル
沖
合
に
出
島

を
つ
く
る
た
め
、約
八
十
％
の
干
潟
が
残
り
ま

す
。

　

現
在
、
国
は
第
一
区
域
に
着
工
し
て
い
ま
す

が
、
干
潟
が
多
く
含
ま
れ
る
第
二
区
域
に
つ
い

て
は
、藻
類
で
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
ク
ビ
レ
ミ

ド
ロ
の
生
息
地
が
含
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
移
植

技
術
が
確
立
し
、
ま
た
、
土
地
需
要
の
見
通
し

を
再
度
検
討
し
た
上
で
、
埋
立
に
着
手
す
る

方
針
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国埋立施工第2区域
（91ha）

国埋立施工第1区域
（87ha）

比屋根湿地

奥武岬

人工干潟の造成
県埋立施工区域

（約9ha）

航路（-3.5m）

仮設航路（-3.5m）

自然石の緩傾斜護岸
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